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1 東海第二発電所の敷地の特徴

1

東海第二発電所の設置されている敷地は，東京の北方約130㎞，水戸市の北東約15㎞の地点に位置し，敷地の特徴を整理すると以下のとおりで

ある。

① 敷地は，平坦な台地からなり，敷地前面の東側は太平洋に面し，敷地背面の西側には高さ25m程度のなだらかな地山がある。

② 敷地の標高は，海岸線に面する東側の海水ポンプ室が設置される敷地がEL.＋3m，原子炉建屋等が設置される敷地がEL.＋8mとなっている。

③ 敷地前面の東側には，津波の浸入に対して障壁となるような斜面等はなく，海岸線の方向において広がりを有している。

④ 敷地内には，液状化検討対象層である砂層，砂礫層がある。

⑤ 都市部に近い位置に設置されているため，敷地周辺には多くの施設が存在する。

一方、津波評価における基準津波による敷地に到達する遡上波は、敷地の標高を上回る結果となっている。

このような東海第二発電所の敷地の特徴（立地条件）及び基準津波による敷地に到達する遡上波の関係は，新規制基準適合性に係る審査が完

了又は進行している先行プラントの状況とは異なる。

このため，本資料においては，東海第二発電所の敷地の特徴（立地条件）及び津波評価を踏まえて，耐津波設計に係る新規制基準への適合の

ための課題を抽出するととともに，対応方針について取り纏めた。

【東海第二発電所の位置】 【東海第二発電所の全景写真】
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【東海第二発電所の敷地標高】は，商業機密又は防護上の観点から公開できません。



【東海第二発電所の敷地及び敷地周辺の地形・標高】 ２
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2 新規制基準への適合のための課題の抽出結果及び対応方針

【課題の抽出結果及び対応方針概要（1／4）】

３



【課題の抽出結果及び対応方針概要（2／4）】

４

2 新規制基準への適合のための課題の抽出結果及び対応方針



【課題の抽出結果及び対応方針概要（3／4）】
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2 新規制基準への適合のための課題の抽出結果及び対応方針



【課題の抽出結果及び対応方針概要（４／4）】

６

2 新規制基準への適合のための課題の抽出結果及び対応方針
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【東海港防波堤の設置状況と構造概要】
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【別紙1】防波堤の基準地震動による影響を考慮した入力津波の検討（防波堤の構造）
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【茨城港日立港区及び常陸那珂港区の防波堤設置状況と構造概要】
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【別紙1】防波堤の基準地震動による影響を考慮した入力津波の検討（防波堤の構造）



【防波堤ありモデルによる最高水位】 【防波堤なしモデルによる最高水位】

◆ 人工構造物である防波堤については，遡上解析への影響を考慮し，防波堤ありモデル及び防波堤なしモデルによる遡上解析を行った結果，水
位については防波堤なしモデルの方が約60㎝高くなることから，これを入力津波の設計における前提としている。

◆ なお，防波堤基礎には，液状化検討対象層があるため，基準地震動による防波堤高さの低減の後に津波を受ける条件でも津波遡上解析を行い，
入力津波の妥当性を確認する。

※１：朔望平均潮位及び地殻変動（2011年東北地方太平洋沖地震による地殻変動量を含む）を考慮 ９

：各敷地区分における
最高水位

【別紙1】防波堤の基準地震動による影響を考慮した入力津波の検討（防波堤有無の比較）



項目 敷地周辺の人工構造物

敷地及び敷地周辺の港
湾施設

① 発電所の港湾施設として，敷地の東側に東海港があり，物揚岸壁には燃料等輸送船が不定期に停泊する。
② 発電所周辺の大型の港湾施設としては，発電所の敷地の北方約3㎞に茨城港日立港区，南方約4㎞に茨城港常陸那珂港

区がある。

海岸線の防波堤
① 発電所の港湾施設には天端高さT.P.＋4.3m～T.P.＋4.6mの防波堤，茨城県日立港区の沿岸部には天端高さT.P.＋3.1m～

T.P.＋5.6mの防波堤，茨城県常陸那珂港区の沿岸部にはT.P.＋1.1m～T.P.＋8.6mの防波堤が整備されている。
② 発電所の敷地の北方約2㎞に久慈川があり，河川堤防の整備が進められている。

海上設置物
① 発電所周辺の漁港としては，敷地の北方約4.5㎞に久慈漁港があり42隻の漁船が係留されている。
② 発電所近傍の海上では，海上保安庁の巡視船がパトロールしている。
③ 久慈漁港の漁船が周辺海上で操業しているが，浮き筏，定置網等の海上設置物は認められない。

遡上域の建物・構築物等

① 敷地の南側には，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が隣接する。
② 茨城県日立港区には，日立ＬＮＧ基地（東京ガス株式会社），モータプール（メルセデス・ベンツ日本株式会社、日産自動車

株式会社），工場等（日立ＧＥニュークリア・エナジー株式会社等）があり，これら施設に関連する建物・構築物等がある。
③ 茨城県常陸那珂港区には，常陸那珂火力発電所（東京電力フュエル＆パワー株式会社）があり，関連する建物・構築物等

がある。
④ その他，敷地の北側には，衛生センター，防護柵（木製），防砂林，墓石等がある。

敷地前面海域における
通過船舶

① 敷地前面海域における通過船舶としては，常陸那珂－苫小牧，大洗－苫小牧を結ぶ定期航路がある。
② 上記の他，日立港区の日立ＬＮＧ基地，モータプール及び常陸那珂港区の常陸那珂火力発電所には，不定期にタンカー，

貨物船，石炭船等の入港がある。

その他 ① 発電所の周辺地域の主要道路としては，敷地西側に国道245号線がある。

【敷地周辺の人工構造物】
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【別紙2】敷地周辺の漂流物への対応 （敷地内及び敷地周辺の人工構造物）



東海第二発電所
（取水口）

◆ 敷地の周辺には多くの施設があることから，漂流物調査を実施し，人工
構造物の存在を把握する。

【漂流物調査範囲図】

：調査範囲（基準津波の遡上域を包絡した範囲）
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日本原子力研
究開発機構（原
子力科学研究
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久慈川
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（倉庫，クレーン
等）

大型タンク
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【敷地周辺の主な人工構造物】

東海第二発電所

：敷地周辺の比較的大型の人工構造物がある箇所を示す。

国道245号線
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【別紙2】敷地周辺の漂流物への対応 （敷地内及び敷地周辺の人工構造物）



発電所敷地内

（防潮堤外側）

発電所敷地周辺

国立研究開発法人

日本原子力研究開発機構
茨城港日立港区 茨城港常陸那珂港区 久慈漁港

◆船舶

▶ 燃料等輸送船

▶ 作業台船

◆建物類等

▶ プラント設備の建屋（鉄筋コンク

リート造）

▶ メンテナンスセンター（鉄骨造）

▶ 輸送本部建屋（鉄骨造）

▶ その他建物（鉄筋コンクリート

造）

▶ その他建物（東海発電所）（鉄筋

コンクリート造）

◆設備類等

▶ プラント設備（配管・弁，盤等）

▶ プラント設備（東海発電所）

▶ 工事用資材（クレーンウエイト，

冶具等）

▶ クレーン

▶ 灯台

▶ 標識ブイ

▶ 植生（防砂林）

◆船舶

▶ 漁船

◆建物類等

▶ 倉庫（鉄骨造）

【敷地内（防潮堤外側）及び敷地周辺の主な人工構造物一覧】
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【別紙2】敷地周辺の漂流物への対応 （敷地内及び敷地周辺の人工構造物）

は，商業機密又は防護上の観点から公開できません。



◆ 漂流物評価フローにより，漂流物となる可能性のある設備，建物・構築物
等を抽出するとともに，漂流の可能性について評価を行い，非常用海水
ポンプの取水性への影響について確認する。

◆ また，抽出された漂流物については，津波防護施設，浸水防止設備への
波及的影響を評価する。

基準津波の流速及び流向の確認

漂流物調査範囲の設定

漂流物となる可能性のある設備，建物・構築物等の抽出

重量等の状況
から漂流物となる

津波の流向及び
地形，緊急避難の実効性を

考慮した場合においても，津波防護施設等，
取水機能を有する安全設備等に対する

漂流物となる可能性が
否定できない

津波防護施設等の健全性，
取水機能を有する安全設備等の

取水性への影響がある

漂流物とはならない 津波防護施設等，取水機
能を有する安全設備等に
対する漂流物とはならない

津波防護施設等の健全性，
取水機能を有する安全設備
等の取水性への影響なし

漂流物対策を実施する

Yes
漂流物となる可能性が否定できない設備，
建物・構築物等

Yes
津波防護施設等，取水機能を有する安全設
備等に対する漂流物となる可能性が否定で
きない設備，建物・構築物等

No

No

漂流物となる可能性のある設備，建物・構築物等の評価

【別紙2】敷地周辺の漂流物への対応（漂流物評価フロー）

No

Yes

【漂流物評価フロー】 13



【漂流物の軌跡解析（防波堤なし条件）】 14

漂流物軌跡解析の初期配置図

⑨，⑩の軌道

①～⑤の軌跡

⑥～⑧，⑪の軌跡

【津波の襲来状況（防波堤なし条件）】

【別紙2】敷地周辺の漂流物への対応（津波の襲来状況と漂流物の軌跡解析）

◆基準津波は東南東方向から襲来し，地震発生後約37.5分に
第１波が到達する。

◆敷地前面海域11地点に漂流物を想定した軌跡解析の結果，
取水口を含む敷地に到達しないことを確認。
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【東海第二発電所敷地の地質分布図】

du

Ag2

Ac

Ac

Ac

Ag1

As

As

As

Ac

As

Ag1

Km

du

Ag2

Ac

Ac

Ac

Ag1

As

Km

Ac
As

As

As
Ac
As

As
Ac

Ac
As

As

Ag1

Ac

du

Ag2

Ac

Ac

Ac

Ag1

As

Km

Ac
As

As

As
Ac
As

As
Ac
Ac

As

Ag1

Ac

As

Ac -50.0

0.0

E.L.(m)N

敷地には，新第三系鮮新統の久米層が広く分布している。本層は，原子炉建屋等の基礎地盤である。久米層は，敷地南部ではE.L.約－15m付
近に分布し，原子炉建屋北方付近を境として旧久慈川の河食崖として徐々に深くなり，敷地北部ではEL.約－60mに高度を減じている。

◆ 久米層の上部には，液状化検討対象層である砂層及び砂礫層がある。
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注）西側丘陵部の地形線は、ボーリングの孔口標高を考慮して、平面図に基づく地形線を修正した。
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【別紙3】防潮堤の構造成立性（敷地の地質分布）
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【第四紀の地層の分布】
◆敷地の南西部 …

中位段丘堆積物（lm層，D1c-1層，D1g-1層）を沖積低地堆積物
の一部（Ag2層）及び砂丘層（du層）が覆っている。

◆敷地の南部 …
低位段丘Ⅰ堆積物（D2c-3層，D2s-3層，D2g-3層）を沖積低地
堆積物の一部（Ag2層）及び砂丘層（du層）が覆っている。

◆敷地の北部 …
沖積低地堆積物（Ag2層，Ac層，As層，Ag1層）を砂丘層（du層）
が覆っている。

【堆積層の分布平面図】
は，商業機密又は防護上の観点から公開できません。

【地質構成表】

【別紙3】防潮堤の構造成立性（敷地の地質分布）

敷地の地質分布（２／2）
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は，商業機密又は防護上の観点から公開できません。

１．液状化検討対象層のへの対応について

✔ 東海第二発電所の敷地内には液状化検討対象層があるため，有効応力解析

により地震時の評価を行い，必要な対策を講じる予定である。

✔ 防潮堤（セメント改良盛土）の基礎は，第四系地盤にセメント改良で構築するた

め，その成立性について検討する必要がある。

２．圧密沈下への対応について

✔ 東海第二発電所の敷地内には粘土層があるため，圧密沈下について評価し，

これを防潮堤高さの設計に反映する。

３．ジョイント部及び隅角部の止水について

✔ 防潮堤は，いくつかのジョイント部を有するため，地震時の挙動を踏まえ，止水

構造の成立性について検討する必要がある。また，隅角部についても，地震

時の挙動を踏まえ，止水性への影響を検討する。

砂層

砂礫層
粘土層

砂礫層

新第三系（岩盤）

防潮堤（セメント改良盛土）

【A-A’断面】

A A'

粘土層

防潮堤（セメント改良盛土）

砂礫層
砂層

砂層

砂層

砂礫層

新第三系（岩盤）

砂礫層

【B-B’断面】

B B'

砂層

砂層

第四系

第四系

【防潮堤設置計画図】

ジョイント部

【別紙3】防潮堤の構造成立性（課題への対応方針）
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